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取 組 市 町 村 名 

取組団体・企業名 

城陽市 

城陽市立保育所 

取 組 の 名 称 大豆のお話 

実 施 時 期 令和２年１１月 

取 組 内 容 【ねらい】 

大豆という食材を知る 

【対象】 

３、４、５歳児 

【内容】 

キラキラ星の音楽に合わせて、手の洗い方を学ぶ。 

大豆ができるまでのお話を写真を見ながら知る。 

大豆からできる食材は何があるのかをクイズ形式で学ぶ。 

正解がでた食材の匂いを嗅いだり、見たり、触れたりする。 

 

 

 

 

 

 

成果 

普段身近に食べている食べ物が大豆からできていることを楽しみながら

知ることができました。また、きな粉が大豆からできていることを、実際

にフードプロセッサーを使って実演してもらい、子ども達は大豆という食

材への興味を高めることができました。 

 

課題及び 

今後の展望 

今後は、給食の中で、大豆だけではなく他の食材に対しても何で出来て

いるのかを考えたり、興味を持ったりする機会が増えると良いと思います。 
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取 組 市 町 村 名 

取組団体・企業名 

京田辺市 

京田辺市立草内保育所 

取 組 の 名 称 給食メニューから「まごわやさしい」食材をみつけよう 

実 施 時 期 令和２年６月１９日（金） 

取 組 内 容 【目的】 

献立の中からいろいろな食材を見つけることを楽しみ、食べ物への興味

や食べる意欲につなげます。 

【対象】 

１～５歳児（９０人） 

【内容】 

「まごわやさしい」の食材を掲示し、給食時間に色々な食材を探しなが

ら食べられるようにしました。 

成果 

たくさんの食材を探すことで、楽しみながら職を進めることができてい

ました。特に５歳児では献立から入っている食材を予想して、探す姿もあ

り、食べ物への興味も広がっている様子が見られました。 

 

課題及び 

今後の展望 

クイズ形式にすることで、４、５歳児にはわかりやすく興味をもちやす

い取組になりましたが、低年齢児には少し難しかったので、年齢に応じて

興味、関心をもちやすい取組を今後、考えていきたいです。食材の展示や

栽培を通して、さらに食材への興味を広げていきたいです。 

 

 

 
「まめ」 

みつけたよ！ 
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取 組 市 町 村 名 

取組団体・企業名 

京田辺市 

京田辺市立南山保育所 

取 組 の 名 称 一休さん食育事業 

実 施 時 期 令和２年１１月１７日（火） 

取 組 内 容 栄養士さんに来ていただき、２歳児が食に関するお話を聞きました。よ

く噛まずにごはんを食べたオオカミくんのおなかが痛くなってしまうお話

(スライド)を見て、よく噛んで味わって食べることの大切さを知ることが

できました。 

「やさいのおなか」（きうち かつ作・絵 福音館書店）の絵本クイズも

行いました。野菜の断面を見て、口々に答える子ども達。菜園や食育活動

で、野菜への興味が深まっていることを感じました。 

 

成果 

「よく噛んで食べようね」「お野菜もいっぱい食べようね。」とみんなで

約束しました。野菜に関する絵本を保育室前に展示し、親子で送迎時に読

めるようにし触れ合いの時間がより一層楽しめるようにしました。 

 

 

課題及び 

今後の展望 

一休さん食育事業は、今年度は２歳児のみが参加しましたが、１歳児も

楽しめるような企画を検討したいです。 
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取 組 市 町 村 名 

取組団体・企業名 

笠置町 

笠置町立笠置保育所 

取 組 の 名 称 紙芝居の読み語り 

実 施 時 期 令和２年１１月１９日（木）、１２月１８日（金） 

取 組 内 容 【目的】 

 ・紙芝居を通して、食事や自分のからだに興味を持つ。 

 ・食材のさまざまな栄養や働きを知る。 

【対象】 

園児（０歳児〜５歳児）１３名 

【内容】 

紙芝居の読み語り 

・「ほねほね ほ！」１１月１９日（木） 

・「からだぽっかぽかおうえんだん」１２月１８日（金） 

成果 

紙芝居を見て「野菜をいろいろ食べて、元気に遊ぶ。」「お肉も食べる！」

と自分なりに考え、話す姿が見られました。また献立表を見ながら「みん

な、今日のおやつスイートポテトやで。“ぽっかぽかおうえんだん”や！」

「他に“ぽっかぽか”は…」と食材を探す様子も見られました。食べるだ

けでなく食べ物が身体のなかでどのような働きをするのか、興味、関心が

深まりました。 

 

課題及び 

今後の展望 

絵本や紙芝居、菜園活動を通して、食べることの楽しさや食事の大切さ

を感じられるよう、日々の保育のなかで取り入れていきたいと思います。

また、食への関心を更に深められるよう取り組んでいきたいと思います。 

 

 



食育の日（毎月１９日）の取組 

34 

 

 

 

取 組 市 町 村 名 

取組団体・企業名 
京田辺市立小学校全９校 

取 組 の 名 称 食育の日献立（お茶給食） 

実 施 時 期 毎月１９日 

取 組 内 容 京田辺市では毎月１９日に「食育の日献立」を実施しています。 

日本で有数の玉露の産地でもある、京田辺市の子ども達に、お茶文化を

身近に親しみ、継承することを目的として、小学校給食を教材としてお茶

に対する知識、興味、関心を持ってもらおうと取り組みました。 

 

成果 

お茶を使用した献立はインパクトがあり、また子ども達から「お茶のい

い香りがした」「おいしかった」などと様々な感想がありました。子ども達

は給食の時間を楽しみながら、お茶に対する知識や関心を深めることがで

きました。 

 

 

課題及び 

今後の展望 

今後も様々なお茶献立を考案し、お茶文化を身近に親しみ、継承できる

ような献立を提供していきたいと考えています。 

 

 

 

＜献立名＞ 

牛乳、ごはん、 

鶏肉の玉露揚げ、 

かんぴょうのかみかみ炒め、 

南瓜の豆乳味噌汁 

子ども達の大好きなから揚げに 

玉露粉をまぶしているのでおいしい 

と好評でした 
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取 組 市 町 村 名 

取組団体・企業名 
京丹後市（京丹後市農業経営者会議） 

取 組 の 名 称 たんご食の日 

実 施 時 期 令和２年６月１９日(金) 

取 組 内 容 毎月１９日「たんご食の日」において、地産地消を促進するために、地

元産の農産物が手に入らない市内小中学校に限り、農業経営者会議（学校

給食に関する小委員会）から発注があった学校へ地元産農産物を提供して

います。 

 

○提供学校：３校 

長岡小学校、弥栄小学校、高龍小学校 

○提供食材及び量：３品目 

たまねぎ：4.3kg キャベツ：6kg 葉ねぎ：1.2kg 

○提供農家 

ビオ・ラビッツ㈱、愛菜館 

○配達農家 

安田和幸、ビオ・ラビッツ㈱、農事組合法人田吾作 

 

 

成果 

地元産の農産物が手に入りにくい学校においては、少しずつ地産地消が

進んでいると感じています。農家が配達することで、学校とコミュニケー

ションが図れています。「学校給食に関する小委員会」が実施することで、

請求や支払い事務がスムーズです。 

 

 

課題及び 

今後の展望 

午前は農家が作業で忙しい時間帯であるため、月に１度の実施が限界で

す。食材使用日が学校によって異なることがあるため、集荷日や納品者の

調整が難しいです。献立の食材と丹後の旬の食材がずれており、提供でき

ないことがあります。 
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取 組 市 町 村 名 

取組団体・企業名 

京田辺市 

京田辺市立草内小学校 

取 組 の 名 称 
学校給食における「食育の日こんだて（お茶給食）」の取組、 

「給食ができるまで」動画の取組 

実 施 時 期 毎月１９日 

取 組 内 容 取組名：食育の日こんだての実施  実施学年等：全学年 

毎月１９日に京田辺市の特産品である「お茶（玉露・抹茶）」を給食に

使用し、学校給食を生きた教材として、子ども達にお茶を親しんでもらお

うと毎月１９日に『食育の日こんだて』として実施しました。（今年度は

新型コロナウイルス感染症の影響のため９月から実施）子ども達からは「少

しお茶の味がする」「おいしい」などの声が聞かれました。 

 

【食育の日こんだて】 

 

 

 

鶏肉の玉露揚げ(9 月) 手作りお茶ふりかけ(10 月)  ほっけの抹茶塩かけ(11 月) お茶マヨサラダ(12月) 

 

取組名：「給食ができるまで」動画  実施学年等：全学年 

子ども達が毎日食べている給食はどのように作られているのかを学び、

そして給食を作ってくださっている調理師さんに改めて感謝の気持ちを持

つことを目的として、「給食ができるまで」の動画視聴を行いました。新

型コロナウイルス感染症の影響により、多人数で集まることが難しかった

ため、給食委員会の６年生によるナレーションつきの動画を各教室で視聴

しました。 

 

【動画を見ている様子】    【動画内容】 
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取 組 市 町 村 名 

取組団体・企業名 
亀岡市立詳徳中学校 

取 組 の 名 称 食育コーナーの取組 

実 施 時 期 毎月１９日 

取 組 内 容 取組名「食育コーナーの取組」  実施学年等：全学年 全クラス 

特別活動（給食・クラブ活動・委員会活動・健康教育に関する授業） 

 

【目標】 

保健通信を毎月食育の日に合わせて発行し、常に「食育コーナー」を設

けることで食育の日１９日を意識づける。月々で話題を提供することで、

少しずつ食生活に関心を持つようになる。 

 

【内容】 

食物、食事などを中心に取り上げました。 

６月学校再開 マスク着用…熱中症予防食物 

６月 6月19日がなぜ「食育の日」？ 

７月 しっかり朝ごはん 

８月 その食生活、夏バテの原因!! 

９月 10月15日は世界手洗いの日 

10月 10月16日は世界食料ディ 

～消費期限と賞味期限～ 

11月 11月24日は和食の日 
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取 組 市 町 村 名 

取組団体・企業名 

伊根町 

伊根町立伊根小学校 

取 組 の 名 称 学校給食における「いーねランチの日」の取組 

実 施 時 期 毎月１９日 

取 組 内 容 取組名「いーねランチの日の取組」 実施学年等：全学年５３名 

 

【ねらい】 

伊根町で作られている食べものを知り、その良さを味わう。  

伊根小学校では、食育の日に合わせて、毎月１９日前後に「いーねランチ

の日」を設定し、給食献立から児童の地産池消への理解を深める取組を実施

しています。給食時間には、今日の献立の中で伊根町で作られた食べ物は何

かということを児童委員会が放送しています。  

特に、６月の田植えの時期にはさなぼり献立、９月の稲刈りの時期には庭

じまい献立を実施し、日本人の主食である米を大切にして、豊作を祈る田楽

や昔から田植えの休憩時に近所に配られたと言われているなべずり（おは

ぎ）を全校で味わいながら、地域の食文化を学びました。 
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取 組 市 町 村 名 

取組団体・企業名 

宇治市健康生きがい課 

京都文教短期大学食物栄養学科 （株）典座 

取 組 の 名 称 適塩クリスマスランチ 

実 施 時 期 令和２年１２月２４日（木） 

取 組 内 容  宇治市では、市内で健康づくりや食育活動に取り組んでいる団体や個人

がつながって「宇治市健康づくり・食育アライアンスＵ－ＣＨＡ」を形成

しています。その参加団体である、京都文教短期大学の食物栄養学科の学

生と、市役所食堂を運営している（株）典座が共同して「クリスマス適塩

ランチ」を実施しました。「塩分控えめ」「野菜たっぷり」をテーマに学生

が考案したレシピを、（株）典座にて市民や市役所職員向けに提供しました。

また、学生が作製した食育ポスターを食堂内に掲示し、提供したメニュー

を家庭でも再現できるようにレシピを配布しました。併せて、以前に当課

にて作製した「適塩のコツ集」「適塩レシピ集」を自由に取ってもらえるよ

う設置しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果 

限定６０食分すべて完売しました。当日提供メニューのレシピ、適塩の

コツ集、適塩レシピ集、合計で２０部をお持ち帰りいただきました。職員

だけでなく市民の利用も見られ、適塩の取組を知ってもらう良い機会とな

りました。 

 

 

課題及び 

今後の展望 

 今回は新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため、学生によるアン

ケートや啓発活動は中止としました。来年は啓発活動等も実施したいです

が、状況を見て可能な範囲で当取組の継続を検討していきたいと思います。 

 

 

  

当日提供メニュー 学生作製ポスター 食堂入口の掲示 
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取 組 市 町 村 名 

取組団体・企業名 

木津川市 

木津川市食生活改善推進員協議会 

取 組 の 名 称 食育の日の取組 

実 施 時 期 
６月～１２月までの各月の１９日 

（７月、９月、１２月のみ２０日、２３日、２１日） 

取 組 内 容 【目的】  

すこやか木津川２１プランにもとづき、旬・地元の食材、食文化を広め、

生活習慣病の予防、改善に向けた食事の方法を理解する人を増やすことを

目的としています。  

 

活動内容 目的            参加者数 

６月  熱中症予防  暑さ対策（水分）       ２２名 

７月  熱中症予防 暑さ対策（塩分）       １４名 

８月  エネルギーの消費と摂取            １２名 

９月  防災の日 災害時の食事（ポリ袋の料理）  ３７名 

１０月 防災の日 災害時の食事（ポリ袋の料理）  １４名 

１１月 地元野菜の普及 地元野菜を使った料理の紹介  ２１名 

１２月 糖分を考える 適切な糖分量の把握      ８名 

合 計                    １２８名 

スタッフ 木津川市食生活改善推進員 ３名 

     市管理栄養士       ２名 

 

成果 

参加者数は、去年と比較して２０名ほど増加しました。特に災害時の食

事で、参加者が最も多かったです。また、危機管理課の協力を得て、備蓄

食品、防災マップの配架など各課と連携ができました。防災食の作り方を

詳しく聞かれる等、防災意識が高まっています。レシピの持ち帰りも好評

でした。 

 

課題及び 

今後の展望 

ポスターやフードモデルなどの媒体を使用しながら、わかりやすい説明

を行い、食生活改善推進員協議会と連携し、今後も体験を通じて食の正し

い知識を提供し健康な市民が増える事を目的として取り組んでいきたいで

す。また、防災意識が高まっており、危機管理課の協力を得て連携も併せ

て取り組みたいです。 
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取 組 市 町 村 名 

取組団体・企業名 
精華町 

取 組 の 名 称 「食」に関する図書の紹介 

実 施 時 期 毎月１９日 

取 組 内 容 毎月１９日「食育の日」に、図書館において「食」に関する本を紹介し

ています。来館者や職員など、より多くの住民に「食育の日」の周知と「食

への関心」を高めるために、図書館に配架している本の中から「食」に関

する本や精華町食生活改善推進員が作成したレシピをまとめた、「あすなろ

お喜楽クッキング」などを紹介し、貸出を実施しています。 

成果 

 話題作品の紹介スペースで「食」に関する本を紹介することで、人気の

料理本だけでなく、その他の「食」に関する本も貸し出され、多くの住民

に、「食」に関する情報が少しずつ広がっていると考えられます。 

 

 

課題及び 

今後の展望 

 より多くの方に「食」への興味を高めてもらうため、多くの本を紹介で

きるよう、紹介スペースを拡大していきたいと考えています。 
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取 組 市 町 村 名 

取組団体・企業名 
亀岡市 

取 組 の 名 称 市役所公式ＬＩＮＥを利用した啓発の実施 

実 施 時 期 令和２年８月～令和３年３月の毎月１９日 全８回 

取 組 内 容 食育について知ってもらうとともに、食生活や健康を振り返るきっかけ

づくりになることを目的に、市役所公式ＬＩＮＥを利用して、食に関する

情報を配信しました。各月のテーマは次のとおりです。 

８月「食育」、９月「こ食と共食」、１０月「食料自給率と食品ロス」、 

１１月「菓子・嗜好飲料」、１２月「標準体重」、１月「バランスの良い食

事」、２月「野菜摂取」、３月「食文化・和食」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果 

市役所公式ＬＩＮＥの登録者数は約１万人であり、多くの人に食育に関

心を持っていただく機会になったと考えています。 

  

課題及び 

今後の展望 

人口約８万人に対し、ＬＩＮＥ登録者数は１万人と少ない状況です。魅

力ある 内容を啓発し、ＬＩＮＥ登録者を増やし啓発していきたいと考え

ています。 

  

 


